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1 はじめに 

 森林総合研究所林木育種センターでは、第 4期中長

期計画期間においてエリートツリーを 300系統選抜す

る計画であり、本報告は同センター北海道育種場のエ

リートツリー選抜に向けた取組を示すものである。北

海道育種場では、平成 23年度より北海道育種基本区

おける第二世代精英樹候補木の選抜を進めてきた(表

1)。同基本区のカラマツについては、平成 25年度に

3個体の第二世代精英樹候補木が選抜されたのみであ

り 1)2)、今後の育種集団の構築や世代を重ねた継続的

な育種の推進、あるいは、遺伝的に多様な種苗供給源

の確保に向けて、より多くの第二世代精英樹候補木の

選抜が望まれる。本稿では、北海道立総合研究機構林

業試験場と共同で平成 28年度に新たに選抜したカラ

マツ第二世代精英樹候補木について報告する。

２．材料と方法 

 第二世代精英樹候補木の選抜は、北海道立総合研究

機構林業試験場が 1969年から 1976年の間に設定した 

4つの検定林（検定林 G17、L7、L16、L17）において

実施した。各検定林の詳細については表 2に示す。選

抜には各検定林における約 40年次（検定林によって

39年〜46年で変動;表 2）の樹高と胸高直径、また、

平成 25年度から平成 27年度の間に各検定林で実施し

た根元曲がり、幹曲がり、材の剛性（ヤング率）と相

関があることが知られる応力波伝播速度の合計５形質

の調査データを用いた。樹高については Vertex 

(Haglof社)を用いて 0.1m単位で、胸高直径について

は輪尺を用いて 0.1cm単位で測定された定期調査の結

果を用いた。根元曲がりと幹曲がりについては、表 3

の基準で目視により５段階評価を実施した。応力波伝

播速度の測定については、各検定林において樹幹に損

傷や不朽のない個体のみを目視で選び、FAKKOP 

(FAKKOP社)を用いて測定した。 

 樹高、胸高直径および応力波伝播速度については、

ソフトウェア ASReml 3.02(VNI international 社)を

用いて REML法による分散成分を計算するとともに、

BLUP法による animalモデルに従って個体毎に各形質

の育種価を算出してその偏差値を求めた。なお、樹高

については、他の検定林（G16の 68個体と L14の 390

個体）のデータも供試して分散成分の計算を行い、こ

れらのパラメータを利用して、各個体の育種価を算出

した。 

樹高、胸高直径、応力波伝播速度の全てについてエリ

ートツリー選抜実施要領における評価値３以上(育種

価の偏差値が 45以上に相当)で、根元曲がりの評価値

が 3（採材時に地際から 0.3m以上 0.6m未満の範囲内

で切り捨てる曲がりがある）以上かつ幹曲がりの評価

値も 3（矢高が直径の 50%未満）以上である個体を抽

出した。次に、今後の育種集団の近交係数の上昇に配

慮するため 3)、上記の条件を満たした個体が同一家系

内に４個体以上含まれていた場合には、育種価から予

測した樹高および胸高直径を基に材積 4)を推定し、家

系内の上位 3個体のみに絞り込みを行った上で第二世

代精英樹候補木として選抜した。 

3. 結果と考察

机上選抜の結果、検定林G17から6個体、L7から13個

体、L16から１個体、L17から3個体を選抜した（表

4）。樹高と胸高直径が測定された個体数（表2）に対

して、検定林G17、L7、L16、L17でそれぞれ2.83%、

2.92%、0.35%、0.59%を選抜したことになる。選抜を
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実施した検定林における全測定個体および第二世代

精英樹候補木の樹高、胸高直径、応力波伝播速度の

平均値と標準偏差を表5に示す。各検定林における第

二世代精英樹候補木の樹高平均値は全測定個体の樹

高平均値を5.2%〜11.4%上回り、同様に、胸高直径で

は14.1〜22.1%、応力波伝播速度については2.2〜

4.1%上回る結果となった。第二世代精英樹候補木の

育種価の偏差値平均を見た場合、樹高では55.8、胸

高直径では55.9、応力波伝播速度では57.0となり、

全体として評価値の高い上位個体を選抜できている

ことが示された。また、根元曲りや幹曲がりの表現

型値についても、評価値4（少しの曲がりがあるが採

材に支障なし）以上を示す個体が大半となった。以

上のことから、次世代の改良に向けて、いずれの形

質についても欠点の少ない優良な個体が選抜できた

と考えられる。 

今年度にカラマツ23個体を選抜したことで、北海道

育種基本区におけるカラマツの第二世代精英樹候補

木数は合計26個体となった（表1）。今回選抜された

23個体の第二世代精英樹候補木については、平成29

年1月に検定林G17、L16、L17の個体から採穂して同

年4月からつぎ木増殖を開始している。平成30年1月

〜2月に検定林L7の個体からも採穂し、平成30年度中

に選抜した全個体のつぎ木増殖を実現する予定であ

る。 
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表 1. 北海道育種基本区における第二世代精英樹候補木および優良木の選抜状況 

表 2. 第二世代精英樹候補木を選抜した検定林の概要 
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表 3. 根元曲がりおよび幹曲がりの評価基準 

表 4. 選抜された第二世代精英樹候補木とその表現型および育種価一覧 

表 5. 各検定林における全測定木と第二世代精英樹候補木の形質平均値の比較 

105




